













































































Partnership for the Development of Human








































































アセスメント (Environmental Risk Assessment)
や沿岸利用区画 (Coastal Use Zoning)等といつた
環境管理手法の開発と実施、マングローブ再生事業や
海岸清掃 (Coastal cleaning)などの住民が参加す




















の試験的実施サイ ト (P■ot Demonstration Site)
として参カロし、ついで2001年にバターン州が並行実






























































































































































(Lasallian Community Dёvelopment Center:LC
DC)」、Sagip‐1log、World Vision、「フィリピン農
















図1 カビテ州プロジェク ト調整委員会 (PCC)機構図



























































































































































































































































































































































































以下 の ブ ック レッ トに よる。 PEMSEAf
PαrιんθrsんわSιんEんυjrοんれθηιαι Maんαgθmθんι
/Or ιんθ ttαSげEαsι ASiα μ99イー2"のfA
Rcgιοηαι     Mecんαηis″ι     FαcjJ:ιιんg
Sasιαんαbιθ Eんυjrοんmθんιαι Bθんg/itS iんRjυar
Bαsiんs,   Coαsιs,   ■Jαんごs   αんご  Sθα島
GEF/UNDP/1Ⅳ10 Regional Progralnme on
Building Partnerships in En宙rOnmental
―-84-―
Management for the Seas Of East Asia
CEMSED,2007.
本項の各種データは、以下の資料による。(Eden
V. Austria  C)r9vincial  Planning  &
Development CoordinatoD,  7んθ Caυjιθr
ProυjんθjαJ PんνsjθαJ Frα″2θ″Orん PZαれ 2θ5-
2"α(パワーポイン トファイルのハー ドコピー)。
Sheila S. Coronel, “The Ki ling Fiёld of
Commerce",   Philippine   ceitei   for
lnvёstigative Journahsm and lnstitute for




Center fOr lnvestigative JOurnalisnl,1995。
」ohn Sidel, “Wa king in the Shadow of the
Big A/1an: Justiniano Montano and Failed
Dynasty Building in Cavite, 1935‐1972",in
Alfred W,McCoy(ed.), AんAれαrcり o/
FαttιJιθsr Sヶαιa αんご Fαttιtt jη ιんθ
PんιJれριttθs AteneO de Manila Un市ersity
Press, 1993.John Sidel, Cttjιαみ CοθrcjοL
αんごCrι′ηθ,Stanford University Press,1999.
Anabelle  Cayabyab,  Cαυjιθ  lttιcgrαιθご





“Ca宙teis PEMSEA's4th ICM Parallel Site",




mxRs I弔石οRKPLAAr ftt PαrαJιθJ Sιθf
Cαυjιc PんιJゎριんat PrO宙ncial Government‐
Environment and Natural Resources Office
を主な資料としてまとめたものである。
r″θ ンlθαrs Иbr均9ιαん 」爾 PαrαιJθι Sjιθf
























































のインタビュー。                 25.2006年3月 0日および2 07年9月19日、
16.2004年8月20日、カビテ州選出の下院議員ヘ    カビテ州政府ICMプロジェクト担当者へのイン




18.注17に同じ。                   動の成果と限界」斎藤文彦編『参加型開発』 日
19.2007年9月19日、カビテリ11政府ICMプロジェ    本評論社、2002年
クト担当者へのインタビュー。          重田康博『NGOの発展の軌跡』明石書店、2005年
20.2007年9月14日、バターン州政府ICMプロ  堀芳枝『内発的民主主義への一考察』国際書院、2005
ジェクト担当者へのインタビュー。           年
21。 この問題は、2007年9月に不法漁業者の取締を  Sheila S.CorOnel, “The Kining Field of
指導してきた地元漁民組織の リー ダーが何者か    Commerce",  Philppine  Center  for
によつて日音殺されたことにより、さらに複雑さ    Investigat市e」ournahsm,Bο銭 1995.
を増した (暗殺の記事はフィリピンの英字紙  Gerard ClarkQ■%θ Pοιjιjcs o/NGOSうんSoじιか
PんιZ"″ηθ StαちSeptember 15,2007に掲載    Eαst AsれRoutledge,1998.
された)。 州政府のICM担当者は、この事件の  」ohn Sidel, Cttjιαみ あ θrCιθL αんご ひιttα
影響は大きいとの懸念を表 していた (2007年9    Stanford University Press,1999.
月 19日のインタビュー)。             Raymond   Bryant,   Ⅳ″ばουθrんmθんιαJ
22.注15に同じ。                                Orgαんιzαιιοんs jんEηυιrοん麓θんιαJ Sιrag Jθs
23.注20に同じ。                  Yale Un市ersity Press,2005.
24.2006年3月13日、カビテ州内のNGO代表―  PhilDHRRA,7αたjng ιんθ犠 叩ιθ's Rοαご"f9Bο″
のインタビュー 、および2006年3月20日、力    E呻θrιmθんts jん 腕 たうんg Rりιjcゎαιοッ
ビテ州政府ICMプロジェクト担当者へのインタ    GOυθrんαんθθ 7ンた,PhilDHRRA,n.d.
ビュー。
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